








昭和52年秋から行政レベルで実施され始めた先天性代謝異常症のうち,比較的高頻度(約8

000 人に 1 人)に発見されるヒスチジン血症については言語発達上の問題の有無や,血中ヒ

スチジン濃度と発達障害の関係など治療と関係して検討すべき問題が多く残されている。

本研究班での慎重な研究からも本症に重篤な知能障害を伴う頻度が低いことも示唆され,

現在までに発見された未治療の本症の大多数において知能が正常範囲にあることも観察さ

れた。こうした研究成果から,本症への治療的アプローチのあり方と関係して本症の発達及

び異常行動の評価を行って治療法のあり方を再検討することの必要性が痛感された。 

今回の研究方法としては大阪市立小児保健センターで追跡管理中のヒスチジン血症(内訳

表 1)に対して,1)津守稲毛式発達検査 2)小児異常行動評価研究会の小児異常行動質問紙 B

Ⅲ式,3)同研究会で昭和 56 年に新しく検討作成した小児異常行動質問紙自閉症用のチェッ

クをアンケート方式により実施した。アンケート回収率は 77%の時点で資料整理を行った(

発送 56 人 返送 43 人)。 


